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研究成果の概要（和文）： 
 
移民の国であるアメリカ合衆国では、国民の統合をもっとも重要な課題とする一方、さまざ

まな人種、民族集団の文化への尊重を基礎とした多文化・多民族共生・共存の政策、および活

発な多文化主義論争が展開されている。 

そこでこの研究は、この論争の議論をアジア系移民博物館の設立の経緯および展示などを通

じて考察する。具体的には、アメリカ合衆国におけるアジア系移民博物館の設立過程と展示を

中心に、国民統合のあり方および多文化社会の構築の実態を解明することを目的としている。

アメリカ合衆国におけるアジア系移民の独自のアイデンティティの形成および変容の歴史過程

を総合的に分析することにより、現在社会に存在するさまざまな人種・民族・宗教などの文化

的な諸価値が、いかに公正で平和的に共存できるかを解明することが可能であろう。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research project is designed to examine the social-economic 

transformation of Asian Americans in the United States. It focuses on the roles of 

Asian Americans, particularly Chinese and Japanese Americans in the construction 

of multicultural America in the post-World War II era.  
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１． 研究開始当初の背景 

経済のグローバル化の進展により、ヒトの

国際移動がいっそう加速されている。国境の

壁を超え、「他者」との共生を実現するため

に、世界各国の人々がどのように相手の違い、

民族・人種の違いを互いに認め合う寛容の精

神や知恵を身につけることができるか、とい

う新たな課題に迫られる。冷戦後、世界の紛

争の原因は人種・民族･宗教の違い、総じて

文化の違いの問題へと集中してきており、至

るところで多文化の共存・共生の可能性が求

められている。 

移民の国家であるアメリカ合衆国は、国民

の統合をもっとも重要な課題とする一方、さ

まざまな人種、民族集団の文化への尊重を基

礎とした多文化・多民族共生・共存の政策、

および活発な論争が展開されている。そこで

この研究は、この論争の議論をアジア系移民

博物館の設立および展示などを通じて、総合

的に考察を行う。 

 本研究は、アメリカ合衆国におけるアジ

ア系移民博物館の設立過程と展示を中心に、

合衆国における国民統合のあり方および多

文化社会の構築の実態を解明することを目

指している。具体的には、アジア系移民博物

館の設立と展示を中心に考察し、アジア系移

民のアイデンティティの変容過程を明らか

にしたい。それによって、現代社会に存在す

るさまざまな人種・民族・宗教などの文化的

な価値が、いかにして公正で平和的に共存で

きるかを解明することが可能であろう。 

 
 
 
２．研究の目的 

 本研究は、アメリカ合衆国におけるアジア

系移民問題、特に第二次世界大戦後の中国人

移民と日本人移民のアメリカ社会への同化

過程を検討する。具体的には、中国人移民歴

史博物館、および全米日本人移民博物館の設

立過程を歴史的に考察し、中国人移民と日本

人移民の類似点と特徴を検討する作業を行

う。中国人移民博物館と日本人移民博物館の

展示の方法を比較しながら、アメリカ合衆国

における国民統合の過程において、中国人移

民と日本人移民の独自のアイデンティティ

の形成・変容過程を総合的に分析する。アメ

リカ合衆国におけるアジア系移民の独自の

アイデンティティの形成および変容の歴史

過程を総合的に分析することにより、現在社

会に存在するさまざまな人種・民族・宗教な

どの文化的な諸価値が、いかに公正で平和的

に共存できるかを解明することが可能であ

ろう。 
 
 
 
３． 研究の方法 

移民の国家であるアメリカ合衆国は、国民

の統合をもっとも重要な課題とする一方、さ

まざまな人種、民族集団の文化への尊重を基

礎とした多文化・多民族共生・共存の政策、

および活発な論争が展開されている。そこで

この研究は、この論争の議論をアジア系移民

博物館の設立および展示などを通じて、総合

的に考察を行う。 

アメリカ社会に占めるアジア系アメリカ

人は、1980 年代の 370 万から 1990 年代の 700

万余りへと増加しているが、全米総人口の

3％しか占めていない。戦後長い間、アジア

系アメリカ人は、その独自の歴史や文化をア

ピールするよりは、アメリカ社会への適応と

同化を優先し、自己の主張を抑えるようとし

た。しかし、1980 年代からアジア系アメリカ

人は教育・経済面の成功に加えて、アジア系

アメリカ人としてのアイデンティティを維

持するため、自分たちの歴史や文化をアメリ



カ社会に伝えるべきとして認識しはじめ、さ

まざまなキャンペーンを行いはじめた。 

アメリカ社会では、中国系と日系移民が、

過去、どのような体験があって、それらの歴

史的体験、戦後、彼らのアイデンティティの

形成・変容にとのような影響を与えて、ひい

てはアメリカの内外政策にどのような影響

を及んでいたのかを総合的に分析する。同時

に、さまざまな人種・民族集団の共存を実現

するため、多文化社会の政策と構築を検証す

るための国際的視座や新たなパラダイムを

提示できる社会学・歴史学的な綜合研究を目

指している。 

本研究は、アメリカ社会におけるアジア系

移民のアイデンティティの変容過程を、全米

日本人移民博物館と中国人移民博物館の設

立と展示を分析し、アメリカ合衆国における

国民統合の実態を解明することを目的とし

ている。また全米日本人移民博物館と中国人

移民博物館の設立過程と展示を比較しなが

ら、アメリカ合衆国における多文化主義のあ

り方と多文化共生社会の構築の実態を明ら

かにしたい。 

具体的には、中国人移民博物館、および全

米日本人移民博物館の設立過程を歴史的に

考察し、中国人移民と日本人移民の類似点と

特徴を検討する作業を行う。中国人移民博物

館と日本人移民博物館の展示の方法を比較

しながら、アメリカ合衆国における国民統合

の過程において、中国人移民と日本人移民の

独自のアイデンティティの形成・変容過程を

総合的に分析する。それによって、アメリカ

合衆国における多文化社会構築の実態およ

び国民統合のあり方を理解することが可能

であろう。 
 
 
 

４． 研究成果 

本研究は、日本、米国、中国での史料収集・

調査・分析を行った上で、世界華人研究大会

（The Fourth International Conference of 

Institutes and Libraries for Chinese 

Overseas Studies）、日本華人華僑学会年次

大会で研究報告を行い、研究成果を発表した。

そこでの議論を踏まえた上で、学会誌への寄

稿、単行本の刊行を計画している。 
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